
 

 

 

 

姫路第一発電所、最新の高効率コンバインドサイクル機への設備更新検討開始 
～計画段階環境配慮書の提出～ 

 

２０２４年１２月６日 

関西電力株式会社 

 

当社は、姫路第一発電所について設備更新のための事業性評価を実施することと

しました。その一環として、本日、環境影響評価法に基づき計画段階環境配慮書等※を

経済産業大臣へ提出し、兵庫県知事へ意見を求めました。 

配慮書等は、本年１２月１１日から来年１月２０日まで、関係行政機関および

当社ホームページで公表します。 

 

姫路第一発電所は運転開始後３０年程度経過したＬＮＧ火力発電所で、設備の

高経年化が進んでいます。本発電所を最新の高効率コンバインドサイクル機に更新

することで、発電効率は向上し、ＣＯ２排出係数を低減することができます。 

 

当社は今後、地域の皆さまや関係行政機関からのご意見を賜り、本件に関する

検討を進めてまいります。 

 
※環境の保全について適正な配慮をするべき事項について検討を行い、その結果をまとめたもの。 
 
＜参考：姫路第一発電所の現状と更新後＞ 

 現  状 設備更新後 
所在地 兵庫県姫路市飾磨区中島 3058番 1 

発電方式 コンバインドサイクル発電方式 コンバインドサイクル発電方式 

出 力 
144.2万ｋＷ 

（5号機 72.9万ｋＷ、 
6号機 71.3万ｋＷ） 

195万ｋＷ級 
（65万ｋＷ級×３基） 

発電効率 
(低位発熱量) 

54％ 約 63% 

使用燃料 天然ガス 天然ガス 

運転開始時期 
1995年 4月(5号機) 

  ～1996年 5月(6号機) 
2033年度（予定） 

 
 
配慮書の公表及び縦覧案内についてはこちらをご覧ください。 
 
 

以 上 
 

https://www.kepco.co.jp/energy_supply/energy/thermal_power/ourapproach/assessment_03.html

